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令和６年度学校法人専修大学ガバナンス・コード 

遵守状況（取組状況）の点検結果について 

 

１．ガバナンス・コードの遵守状況の点検について 

学校法人専修大学は、日本私立大学連盟「私立大学ガバナンス・コード」（以下、 

私大連コードという）に準拠して当法人のガバナンスの実施状況を点検することとし

ています。 

「私大連コード」は、自律性、公共性、信頼性・透明性、継続性の４点を確保す

るという「基本原則」の下、「基本原則」を遵守するために学校法人が実施する必要

がある８つの「遵守原則」を定めています。 

（https://www.shidairen.or.jp/files/user/Shidairen_Governance_Code_ver.1.1.pdf） 

令和６年度においても、「遵守原則」の遵守状況（取組状況）について、本コードに

示されている「重点事項」及び「実施項目」の内容を参考に、点検を行いました。 

その結果、次項のとおり、法人全体としてガバナンス・コードは遵守できていると

判断いたしました。 

今後も、「私大連コード」を指針に専修大学及び石巻専修大学を含め当法人の運営

についてガバナンスの強化とその改善に向けた取組を行ってまいります。 

令和７年６月 学校法人専修大学 

 

２．学校法人専修大学ガバナンス・コード令和６年度遵守状況の点検結果について 

基本原則 基本原則の遵守状況 遵守原則 遵守原則の遵守状況 

Ⅰ．自律性の確保 遵守 １－１ 遵守 

Ⅱ．公共性の確保 遵守 
２－１ 遵守 

２－２ 遵守 

Ⅲ．信頼性・ 

透明性の確保 
遵守 

３－１ 遵守 

３－２ 遵守 

３－３ 遵守 

Ⅳ．継続性の確保 遵守 
４－１ 遵守 

４－２ 遵守 

 

 「遵守原則」の遵守状況は、次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

https://www.shidairen.or.jp/files/user/Shidairen_Governance_Code_ver.1.1.pdf
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基本原則「１．自律性の確保」 

 遵守原則１−１ 教育研究目的の明確化、理解の獲得 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行わ

れている。 

当法人は、中期計画及び年度毎の事業計画を理事会で決定した後、学内諸

会議等を経て教職員へ説明している。また、大学の公式ホームページや

『ニュース専修』(大学新聞)への掲載により卒業生や学生保護者など、ス

テークホルダーへの説明に努めている。 

 

 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該基本原則、遵守原則、重点事項の内容 

●基本原則１．自律性の確保 

会員法人は、私立大学としての多様な教育研究活動を実現するため、それぞれの寄附行為、建学の

精神等の基本理念に沿って、自主性、独立性を確保すると同時に、自律的に学校法人を運営する必要

がある。 

◎遵守原則１－１ 

会員法人は、学生、保護者、卒業生のみならず、広く社会に存在するステークホルダーに対し、教

育研究目的を明確に示し、理解を得る必要がある。 

〇重点事項１－１ 

会員法人は、事業に関する中長期的な計画もしくは事業計画等（以下「中期計画等」という）の策

定を通じて、さらなるガバナンス機能の向上を目指し続ける。 
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基本原則「２．公共性の確保」 

 遵守原則２−１ 有益な人材の育成 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

本学は、建学の精神及び 21 世紀ビジョンに基づき、人材養成の目的を学

則に定めている。教育研究活動の向上に向けては、内部質保証や自己点

検・評価等を行う機関で三つの方針（DP、CP、AP）や学修成果等の検証を

行うなど教育の PDCA サイクルを機能させ、不断の改善に努めている。 

 

 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該基本原則、遵守原則、重点事項の内容 

●基本原則２．公共性の確保 

会員法人は、わが国の将来を担う多様な人材を育成するとともに、教育研究活動とそこから得ら

れた成果を通じて社会や地域に貢献し、その要請に応える必要がある。 

◎遵守原則２－１ 

会員法人は、建学の精神等に基づく多様な人材育成像を保持しつつ、時代や社会の変化を踏まえ

ながら、教育研究活動を通じて、広く社会に、また地域にとって有為な人材を育成する。 

〇重点事項２－１ 

会員法人は、それぞれの会員法人が目指す人材育成（大学教育）を行うために、教育の質の向上や

学修成果の可視化等による教育の高度化に努め、不断の改善サイクルにより教育研究活動を向上さ

せる。 

 

 

 遵守原則２−２ 社会への貢献 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

当法人は、社会連携・社会貢献に関する方針を定め、社会・地域との連携

を支援する仕組みを整備している。広く一般の方々も参加できる公開講

座の開催、自治体との連携事業の実施など、地域の課題解決に向けた地域

連携プログラム等を展開している。 

また、他大学、自治体及び地域産業界との連携を図っている。 

 

 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該遵守原則、重点事項の内容 

◎遵守原則２－２ 

会員法人は、社会の要請を踏まえつつ、特色ある教育研究活動から得られた成果を踏まえ、社会の

要請の変化に対応して、現実の諸課題に対する解決方法を示し、社会に貢献する。 

〇重点事項２－２ 

会員法人は、市民講座・ボランティア活動・地域課題解決等の地域連携プログラムを通じ、大学が

社会・地域と連携し、その発展に貢献していく活動を積極的に行う環境を整える。 
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基本原則「３．信頼性・透明性の確保」 

 遵守原則３−１ 法令の遵守、社会貢献 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

当法人は、昭和 30 年から常勤の監事を置いており、法令を遵守する体制

を整備・強化してきた。現在も監事会を開催して監事間の連携を深め、監

事の研修機会を提供するなど、監事機能の充実に努めている。 

また、監査は、「学校法人専修大学監事監査規程」及び「学校法人専修大

学監事監査マニュアル」のもと、適正かつ有効に実施されている。 

 
 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該基本原則、遵守原則、重点事項の内容 

●基本原則３．信頼性・透明性の確保 

会員法人は、私立大学の有する公共性に鑑み、健全な大学運営について、学生、保護者、教職員の

みならず広く社会からの信頼を得られるよう、説明責任を果たすとともに、透明性の確保に努める

必要がある。 

◎遵守原則３－１ 

会員法人は、社会からの理解と信頼を確保するために、常に法令を遵守するとともに、多くのステ

ークホルダーとの良好な関係の構築を目指し、教育研究活動を通じ社会に貢献する。 

〇重点事項３－１ 

会員法人は、会員法人におけるガバナンスを担保する理事会による理事の職務の執行監督機能の

向上、監査機能の向上及び監事機能の実質化のため、監事選任方法の工夫・改善、支援体制の整備等

を図る。 

 

 遵守原則３−２ 理事会による執行、監督機能の実質化、不正防止制度整備 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

当法人は、法務担当の常勤理事を置き、事務組織に法務課を設けるなど法

令を遵守するための体制を整備している。また、監事、会計監査人、監査

室による三様監査体制を整え、相互牽制機能が有効に働く環境整備に努め

ている。 

また、内部統制システム整備の基本方針の策定により、内部統制体制のさ

らなる強化を図っている。 

 
 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該遵守原則、重点事項の内容 

◎遵守原則３－２ 

会員法人は、社会からの信頼を損なうことがないように、理事及び評議員、学長（総長を含む）（以

下、「役職者」という）の選解任過程等に関する透明性の確保を通じて、理事会による理事の職務の

執行監督機能の実質化を図るとともに、大学で起こり得る利益相反、研究活動に関わる不正行為等

について、その防止のために必要とされる制度整備を行い、実行する。 

〇重点事項３－２ 

会員法人は、ガバナンスを担保する内部チェック機能を高めるため、有効な内部統制体制の確立

を図る。 
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遵守原則３−３ 積極的な情報公開 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

当法人は、法人運営の公正かつ透明性を確保するため、財務や教育に係る

各種情報、学外からの評価結果等を大学の公式ホームページに掲載する

など積極的な情報公開を行っている。また、情報公開ページでは、外部か

らの意見等を聴取し、反映できる仕組みを設けている。 

 

 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該遵守原則、重点事項の内容 

◎遵守原則３－３ 

会員法人は、自らが行う教育研究活動に係る情報や、それを支える経営に係る情報について広く

社会から理解を得るため、様々な機会を通じて、積極的に情報を公開する。 

〇重点事項３－３－１ 

会員法人は、広く社会に対して、継続的かつ時宜に適った情報公開を行うための制度整備をさら

に進める。 

〇重点事項３－３－２ 

会員法人は、情報を公開するに当たり、幅広いステークホルダーの理解が得られるよう、その公開

方法の工夫・改善を図る。 
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基本原則「４．継続性の確保」 

 遵守原則４−１ 大学運営に係る諸制度の実質化、自律的な大学運営 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

当法人は、業務の審議･決定･執行機関として理事会を、諮問機関として評

議員会を置いている。大学運営の重要事項等については、予め評議員会へ

意見を聴くことを寄附行為に定めるなど理事会と評議員会の実質化を図

っている。個別的な業務執行については、常勤理事が業務を分掌し、その

遂行を理事会が承認するなど、権限と責任を明確化している。また、役員

や評議員に外部人材を積極的に登用し、自律性と相互牽制機能を高めて

いる。 
 

 ≪参考≫「私大連コード」に定められた当該基本原則、遵守原則、重点事項の内容 

●基本原則４．継続性の確保 

会員法人は、それぞれの建学の精神等の基本理念に基づき、その使命を果たすため、大学における

教育研究活動の維持、継続並びに発展に努める必要がある。 

◎遵守原則４－１ 

会員法人は、私立大学の教育研究活動の継続性を実現するため、大学運営に係る諸制度を実質的

に機能させ、自律的な大学運営に努める。 

〇重点事項４－１ 

会員法人は、大学運営に係る諸制度によるガバナンス機能の向上のため、評議員会、理事会及び監

事等の機能の実質化を図る。 

 

 遵守原則４−２ 財政基盤の安定化、経営基盤の強化 

遵 守 状 況 遵守できている。 

遵守原則の

遵守方法に

係る説明 

「私大連コード」が定める遵守原則及び重点事項に示された取組みが行

われている。 

当法人は、中期計画に基づき財務の健全性確保に向けた諸施策を推進し

ている。さらに年度毎の予算は、災禍への対応等、緊急かつ臨時的な支出

のリスクも視野に入れて編成している。収入の多様化に向けて、募金活動

において、募金アンバサダー制度や寄付者の意思が直接反映可能な目的

別募金を導入し、学生支援等の財源確保を推進している。 

また、内部通報制度を整備し、学外にも通報・相談窓口を設ける等、危機

管理体制を拡充している。 

  
≪参考≫「私大連コード」に定められた当該遵守原則、重点事項の内容 

◎遵守原則４－２ 

会員法人は、私立大学の教育研究活動の継続性を実現するため、財政基盤の安定化、経営基盤の強

化に努める。 

〇重点事項４－２－１ 

会員法人は、私立大学の教育研究活動の継続性を確保するために、学生納付金以外の収入の多様

化等によって、財政基盤の安定化及び強化を図る。 

〇重点事項４－２－２ 

会員法人は、幅広いステークホルダーからの信頼性及び教育研究活動の継続性確保のために、危

機管理体制を拡充する。 

以 上 


